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第 478号　（ 1）令和 2年6月20日発行 ニ ュ ー ス 済 生 ［ 2 0 2 0 年 6 月号］

令和2年1月～5月分実績

◎本会会員加入状況
38,595人　　　84.0 %
43,600口　　8,720万円

◎外部会員加入状況
1名　　　 6千円

◎一時寄付状況
18件　　 21万円

（内、自販機関係　 7万円）
◎募金箱　　　　　　 32万円

高松宮記念基金に
ご協力ください

寄
贈

　

来
年
2
月
、
熊
本
県
で
開

催
す
る
予
定
だ
っ
た
第
73
回

済
生
会
学
会
・
令
和
2
年
度

済
生
会
総
会
の
中
止
が
決
定

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
も
の

で
、
学
会
が
中
止
と
な
る
の

は
昭
和
23
年
に
済
生
医
学
会

と
し
て
京
都
府
で
ス
タ
ー
ト

し
て
か
ら
初
め
て
、
総
会
の

中
止
も
戦
後
初
の
措
置
と
な

る
。

　

例
年
、
学
会
は
6
月
ご
ろ

開
催
要
項
が
発
表
さ
れ
、
秋

か
ら
発
表
演
題
や
参
加
へ
の

申
し
込
み
が
始
ま
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

い
っ
た
ん
小
康
状
態
に
あ
る

が
、
今
後
の
感
染
の
広
が
り

が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
学
会
を
主
管
す
る

全
国
済
生
会
病
院
長
会
の
園

田
孝
志
会
長
（
佐
賀
・
唐
津

病
院
院
長
）
と
総
会
を
主
催

す
る
法
人
の
炭
谷
茂
理
事
長

が
協
議
、
中
止
を
決
め
た
。

　

今
回
の
開
催
見
送
り
に
伴

い
、
令
和
3
年
度
は
兵
庫
県
、

4
年
度
は
神
奈
川
県
で
の
開

催
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
熊
本
県
で
の
開
催
は
5

年
度
と
な
る
予
定
。

　

例
年
、
総
会
で
は
本
会
へ

の
功
労
者
の
表
彰
が
行
な
わ

れ
る
が
、
今
年
度
の
被
表
彰

者
に
つ
い
て
選
考
は
例
年
通

り
功
績
調
査
委
員
会
で
審

議
・
決
定
し
、
伝
達
は
郵
送

で
行
な
わ
れ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
済
生
会
病
院
の

経
営
が
大
き
な
損
失
を
被
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

令
和
1
年
度
事
業
報
告
に

よ
る
と
、
入
院
患
者
数
は
1

月
ま
で
は
概
ね
前
年
度
を
上

回
っ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
拡
大
が
始
ま
っ

た
2
月
か
ら
減
少
し
、
3
月

は
対
前
年
同
月
比
5
％
減
と

な
っ
た
。
外
来
患
者
数
は
近

年
、
微
減
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
3
月
は
同
マ
イ
ナ
ス
8

％
と
大
き
く
減
少
し
た
。

　

年
度
が
変
わ
っ
て
影
響
は

拡
大
。
4
月
の
月
次
決
算
で

は
、
入
院
患
者
数
が
前
年
同

月
比
12
・
1
％
減
、
外
来
患

者
数
は
同
18
％
減
の
大
幅
な

減
少
と
な
っ
た
。
収
益
面
で

も
入
院
で
前
年
同
月
比
9
・

2
％
減
、
外
来
で
同
9
・
6

％
減
、
全
体
で
は
同
9
・
8

％
減
の
大
幅
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
。
半
面
、
支
出
面
で
は

人
件
費
（
０
・
８
％
増
）、
事

務
費
（
1
・
5
％
増
）
な
ど

費
用
全
体
で
は
0
・
7
％
減

と
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
を
受
け
て
、
一

時
的
な
新
規
患
者
受
け
入
れ

停
止
や
予
定
し
て
い
た
手
術

の
延
期
、
感
染
対
策
と
し
て

の
一
部
病
棟
閉
鎖
、
患
者
側

の
受
診
抑
制
等
の
影
響
を
受

け
た
形
だ
。（
経
営
管
理
課
）

　

園
田
会
長
は
「
歴
史
あ
る

済
生
会
学
会
を
中
止
す
る
の

は
誠
に
し
の
び
な
い
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か

ら
地
域
の
人
々
を
守
る
こ
と

が
緊
急
の
使
命
で
あ
り
、
そ

れ
に
専
念
す
る
た
め
の
結
論

だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。
炭
谷

理
事
長
は
「
こ
れ
ま
で
準
備

を
進
め
て
き
た
熊
本
の
職
員

の
皆
さ
ん
を
思
う
と
残
念
だ

が
、
済
生
会
と
し
て
な
す
べ

き
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
決

断
し
た
」
と
述
べ
、
と
も
に

苦
渋
の
選
択
だ
っ
た
と
の
コ

メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

（
総
務
課
）

　

令
和
1
年
度
の
事
業
報
告

が
ま
と
ま
っ
た
。

　

病
院
数
は
82
病
院
（
休
止

中
の
西
小
樽
病
院
含
む
）。

許
可
病
床
数
は
52
床
減
少
し
、

2
万
2
4
9
9
床
。
急
性
期

病
床
か
ら
回
復
期
リ
ハ
や
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
へ
の
転
換

が
進
ん
だ
。
患
者
数
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
受
け
て
、
2
、
3
月

は
前
年
対
比
で
大
き
く
減
少

し
た
も
の
の
入
院
患
者
延
数

は
6
８
０
万
人
で
前
年
並
み
。

外
来
患
者
数
は
近
年
、
減
少

傾
向
に
あ
り
、
延
約
9
7
８

万
人
で
前
年
対
比
1
・
4
％

減
少
し
た
。

　

本
業
の
収
支
を
表
す
サ
ー

ビ
ス
活
動
増
減
差
額
で
は
、

収
益
が
高
額
な
抗
が
ん
剤
使

用
量
の
増
加
等
に
よ
っ
て
診

療
単
価
が
増
え
た
こ
と
な
ど

か
ら
前
年
比
2
・
7
％
増
加
。

一
方
で
、
費
用
は
医
薬
品

費
・
診
療
材
料
費
等
の
事
業

費
が
5
％
増
と
高
い
伸
び
率

を
示
し
、
働
き
方
改
革
等
の

影
響
も
あ
り
人
件
費
も
1
・

7
％
増
加
し
た
。
こ
こ
数
年

の
赤
字
基
調
が
続
い
た
。

　

老
健
は
、9
月
に
〈
鳥
取
〉

サ
テ
ラ
イ
ト
は
ま
か
ぜ
が
介

護
医
療
院
へ
転
換
し
た
た
め

1
施
設
減
少
し
29
施
設
に
。

入
所
定
員
は
2
2
7
3
人
と

な
っ
た
。
入
所
者
延
数
は
対

前
年
度
比
2
千
人
増
加
し
、

73
万
1
０
０
０
人
。

　

特
養
は
、
施
設
数
の
増
減

は
な
く
53
施
設
、
入
所
定
員

4
1
０
８
人
。
入
所
者
は
延

約
1
4
5
万
人
だ
っ
た
。

D
V
被
害
者
支
援
も
増
加

　

生
計
困
難
者
の
た
め
に
無

料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で
診

療
を
行
な
う
無
低
事
業
は
、

病
院
、
診
療
所
、
老
健
で
実

施
。
延
べ
2
1
7
万
人
（
前

年
度
比
2
万
6
０
０
０
人

増
）
に
支
援
し
た
。
昨
年
は

良
好
な
雇
用
背
景
か
ら
生
活

保
護
利
用
者
が
減
少
し
た
も

の
の
、
無
低
診
療
対
象
者
は

増
加
し
た
。
た
だ
、
近
年
減

少
傾
向
に
あ
る
生
活
保
護
利

用
者
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
る
休
業
や
失
業
で

生
活
保
護
者
が
増
加
。
東
京

23
区
で
は
4
月
の
生
活
保
護

申
請
件
数
が
約
2
千
件
に
上

り
、
前
年
同
期
比
30
％
以
上

増
加
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
令
和
2
年
度
の
無
低
事

業
は
さ
ら
に
増
加
が
予
想
さ

れ
る
。

　

ホ
ー
ム
レ
ス
、
D
V
被
害

者
な
ど
生
活
困
窮
者
全
般
を

対
象
に
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
訪
問
診
療
や
就
労
支
援

等
を
行
な
う
生
活
困
窮
者
支

援
事
業
・
な
で
し
こ
プ
ラ

ン
は
、
延
べ
18
万
3
０
０
０

人
に
支
援
。
な
か
で
も
D
V

被
害
者
は
31
％
増
加
の
約

1
2
０
０
人
、
刑
務
所
出
所

者
は
11
％
増
加
し
、
1
万
9

０
０
０
人
に
支
援
し
た
。

（
経
営
管
理
課
、
社
会
福
祉

・
地
域
包
括
ケ
ア
課
）

　
群
馬
県
済
生
会

福
田
ト
ク
殿　
　
　

70
万
円

（
老
健
あ
ず
ま
荘
へ
）

　
埼
玉
県
済
生
会

佐
野
綾
子
殿　

1
０
０
万
円

川
口
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
殿

1
０
０
万
円

（
川
口
総
合
病
院
へ
）

　
東
京
都
済
生
会

御
器
谷
敏
雄
殿
1
０
０
万
円

株
式
会
社
プ
ラ
ス
P
M
殿

1
０
０
万
円

由
井
克
巳
殿　
　
　

50
万
円

（
中
央
病
院
へ
）

　
神
奈
川
県
済
生
会

株
式
会
社
江
電
社
殿

1
０
０
万
円

（
横
浜
市
東
部
病
院
へ
）

　
福
井
県
済
生
会

田
村
千
代
子
殿2

０
０
０
万
円

田
中
延
善
殿　

2
０
０
万
円

奥
村
高
志
殿　

1
０
０
万
円

（
福
井
県
済
生
会
病
院
へ
）

　
滋
賀
県
済
生
会

株
式
会
社
セ
レ
マ
殿

2
０
０
万
円

（
滋
賀
県
病
院
へ
）

　
京
都
府
済
生
会

株
式
会
社
セ
レ
マ
殿

2
０
０
万
円

（
京
都
府
済
生
会
へ
）

　
大
阪
府
済
生
会

株
式
会
社
ソ
ー
キ
殿

5
０
０
万
円

（
中
津
病
院
へ
）

　
奈
良
県
済
生
会

中
谷
勝
紀
殿　

1
０
０
万
円

（
御
所
病
院
へ
）

　
鳥
取
県
済
生
会

寺
澤
敬
人
殿　

絵
画
1
6
０
万
円
相
当

（
境
港
総
合
病
院
へ
）

　
岡
山
県
済
生
会

加
藤
正
廣
殿　
　
　

50
万
円

（
老
健
備
中
荘
へ
）

　

済
生
会
の
令
和
1
年
度
決

算
が
ま
と
ま
り
、
理
事
会
で

承
認
さ
れ
た
。
本
業
の
収
支

を
示
す
サ
ー
ビ
ス
活
動
は
収

益
が
6
7
4
9
億
円
、
費
用

は
6
7
9
2
億
円
で
増
減
差

額
は
43
億
円
の
赤
字
と
な
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
を
受
け
2
、
3
月
が
伸

び
な
か
っ
た
。
決
算
は
理
事

会
で
承
認
、
評
議
員
会
に
報

告
さ
れ
る
。

　

病
院
や
特
養
な
ど
の
売
り

上
げ
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
活
動

収
益
が
前
年
度
比
で
、
2
・

6
％
ア
ッ
プ
の
1
7
3
億
円

増
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
人

件
費
、
事
業
費
（
医
薬
品
費
、

診
療
材
料
費
等
）
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
活
動
費
用
も
2
・

6
％
1
7
6
億
円
増
え
、
赤

字
額
は
3
億
円
増
加
し
た
。

　

特
養
は
、
平
均
要
介
護
度

の
上
昇
な
ど
に
よ
り
サ
ー
ビ

ス
活
動
収
益
が
対
前
年
度
比

1
・
5
％
増
加
。
一
方
で
、

人
件
費
や
事
務
費
等
の
費
用

は
3
・
1
％
増
加
し
た
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
差
額
は

5
3
０
０
万
円
の
赤
字
と
な

っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減

差
額
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

の
は
平
成
27
年
の
新
会
計
基

準
移
行
後
、
初
め
て
。

　

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
及
び
特

別
増
減
差
額
を
加
え
た
当
期

活
動
増
減
差
額
は
1
８
８
億

円
の
赤
字
。
前
年
度
は
3
・

7
億
円
の
黒
字
だ
っ
た
こ
と

か
ら
大
幅
に
悪
化
し
た
こ
と

に
な
る
。
た
だ
、
赤
字
の
大

部
分
は
共
済
・
退
職
等
積
立

資
産
の
評
価
損
で
1
5
８
億

円
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
伴
う
世
界
的

な
金
融
市
場
の
混
乱
か
ら
本

会
保
有
の
有
価
証
券
も
受
け

た
も
の
だ
が
、
実
質
的
な
損

失
は
な
い
。

　

当
期
活
動
増
減
差
額
の
施

設
別
で
は
、
36
病
院
が
黒
字

で
44
病
院
が
赤
字
。
老
健
は

黒
字
16
・
赤
字
13
、
特
養
は

黒
字
27
・
赤
字
24
施
設
だ
っ

た
。…

…
…
…
…
…
…
…
…

　

同
決
算
を
含
む
理
事
会
の

議
案
は
9
件
で
、
全
て
了
承

さ
れ
た
。
報
告
事
項
は
6
件

だ
っ
た
。

の
指
定
管
理
の
受
託
③
第
三

次
な
で
し
こ
プ
ラ
ン
令
和
元

年
度
事
業
実
績
報
告
④
令
和

元
年
度
内
部
監
査
等
の
実
施

結
果
⑤
令
和
2
年
度
民
間
助

成
団
体
の
補
助
事
業
⑥
令
和

元
年
度
資
金
運
用
状
況
報
告

（
総
務
課
・
経
理
課
）

　
【
議
案
】
第
19
号
＝
令
和
元

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

（
案
）
▽
第
20
号
＝
基
本
財

産
の
処
分
▽
第
21
号
＝
定
款

の
一
部
変
更
▽
第
22
号
＝
資

金
借
入
承
認
の
件
▽
第
23
号

＝
会
計
監
査
人
の
報
酬
▽
第

24
号
＝
支
部
長
を
選
任
す
る

件
▽
第
25
号
＝
理
事
長
が
定

め
る
施
設
の
長
を
選
任
す
る

件
▽
第
26
号
＝
評
議
員
候
補

者
の
推
薦
▽
第
27
号
＝
評
議

員
選
定
委
員
会
の
招
集
▽
第

28
号
＝
評
議
員
会
の
招
集

　
【
報
告
】
①
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
へ
の
対
応
②
松
阪
総
合

病
院
に
よ
る
松
阪
市
民
病
院

　
病
院
の
病
床
転
換
進
む

　
　
　
事
業
報
告
　無
低
事
業
は
増
加

済生会初の介護医療院（鳥取）

瑞
宝
単
光
章

愛
知
県
青
い
鳥
医
療
療
育
セ

ン
タ
ー
看
護
部
長

岡
田　

清
美
氏

4
月
29
日
　

本
会
関
係
者

春
の
叙
勲
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2018年度 2019年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

新型コロナ

2018年度

2019年度

18,830

近年の減少傾向は変わらず。2月から新型コロナ
による受診抑制が加わる

外来患者数／1日当たり（人）

新型コロナウイルス感染症の患者稼働に対する影響

夏季以外は前年度を上回ってきたが、2・3月で
大きく減少

入院患者数／1日当たり（人）

令
1

決
算

新
型
コ
ロ
ナ
影
響
も

本
業
は
43
億
円
の
赤
字

学
会
・
総
会
　中
止
へ

終
戦
後
初
　来
年
2
月
の
熊
本

病
院
の
経
営
を
直
撃

　
2
～
4
月
　患
者
数
大
幅
減

新型コロナ

新型コロナ
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人
事

7
月
の
予
定

　

秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
ご
一
家

5
方
と
宮
内
庁
の
職
員
が
手

づ
く
り
さ
れ
た
医
療
用
ガ
ウ

ン
4
０
０
着
が
、
6
月
4
日
、

休
止
中
の
西
小
樽
病
院
と
先

行
し
て
ガ
ウ
ン
が
届
け
ら
れ

た
〈
東
京
〉
中
央
病
院
を
除

く
80
病
院
に
本
部
か
ら
送
ら

れ
た
。

　

ガ
ウ
ン
は
、
5
月
22
日
と

29
日
に
宮
内
庁
職
員
を
通
じ

て
、
医
療
従
事
者
へ
の
応
援

と
感
謝
の
言
葉
が
つ
づ
ら
れ

た
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

と
も
に
本
部
に
届
け
ら
れ
た

も
の
。
ガ
ウ
ン
と
一
緒
に
手

書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
写
し

も
病
院
に
送
ら
れ
た
。

　

手
作
り
ガ
ウ
ン
は
5
月
11

日
、
総
裁
に
済
生
会
病
院
の

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
ご

説
明
す
る
テ
レ
ビ
会
議
の
中

で
、
医
療
現
場
で
防
護
服
が

不
足
し
、
中
央
病
院
で
は
職

員
が
ご
み
袋
を
加
工
し
て
し

の
い
で
い
る
と
の
説
明
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
。

　

5
月
15
日
に
段
ボ
ー
ル
に

入
っ
た
１
０
０
着
の
手
作
り

医
療
用
ガ
ウ
ン
を
宮
内
庁
の

職
員
が
同
院
に
届
け
た
。
ガ

ウ
ン
は
ポ
リ
袋
を
切
り
、
両

そ
で
を
養
生
テ
ー
プ
で
貼
る

　

8
日
＝
経
営
基
盤
強
化
等

に
関
す
る
検
討
会
（
本
部
）

　

21
日
＝
施
設
運
営
委
員
会

（
本
部
）

　
茨
城
県
済
生
会

副
会
長

委
嘱　

鈴
木
定
幸　

6
・
1

解
嘱　

三
次
真
一
郎
5
・
31

　
栃
木
県
済
生
会

副
会
長

委
嘱　

相
馬
憲
一　

6
・
1

解
嘱　

早
川
尚
秀　

5
・
25

　
埼
玉
県
済
生
会

副
会
長

委
嘱　

山
崎
達
也　

5
・
19

　
神
奈
川
県
済
生
会

副
会
長

委
嘱　

城　

博
俊　

6
・
1

　
富
山
県
済
生
会

副
会
長

委
嘱　

石
黒
雄
一　

5
・
16

　
鹿
児
島
県
済
生
会

副
会
長

委
嘱　

地
頭
所
恵　

6
・
4

秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
ご
一
家

手
作
り
ガ
ウ
ン
、
全
病
院
へ

済
生
会
フ
ェ
ア

4
施
設
で

な
ど
手
づ
く
り
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
22
日
に
、「
必

要
と
さ
れ
る
病
院
に
」
と
本

部
事
務
局
に
2
箱
2
０
０
着
。

29
日
に
も
2
箱
2
０
０
着
が

届
け
ら
れ
て
い
た
。

各
地
で
テ
レ
ビ
局
が
放
送

　

静
岡
済
生
会
総
合
病
院
で

は
、
本
部
か
ら
送
ら
れ
た
ガ

ウ
ン
が
6
月
5
日
に
到
着
、

地
元
テ
レ
ビ
局
の
取
材
を

受
け
同
日
夜
に
放
送
さ
れ
た
。

ま
た
、〈
鹿
児
島
〉
川
内
病

院
も
8
日
に
地
元
テ
レ
ビ
局

の
取
材
を
受
け
、
当
日
夕
方

の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ
れ
た
。

（
総
務
課
）

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
生
活

法
人
Ｈ
Ｐ
で
緊
急
に
特
集

本
会
も
ラ
ダ
ー
を
５
段
階
に

看
護
職
員
教
育
指
針
を
改
訂

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

ま
つ
わ
る
真
偽
不
明
な
情
報

が
飛
び
交
う
中
、
ど
の
よ
う

な
情
報
に
信
ぴ
ょ
う
性
が
あ

る
の
か
、
判
断
が
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

済
生
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
に
ま
つ
わ
る

特
集
を
掲
載
。
ス
ト
レ
ス
へ

の
対
処
、
喫
煙
リ
ス
ク
の
怖

さ
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

に
な
ら
な
い
た
め
と
い
っ

た
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
生

活
の
コ
ツ
」
を
は
じ
め
、
今

さ
ら
聞
け
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

「
き
ほ
ん
の
き
」、
コ
ロ
ナ
に

負
け
な
い
レ
シ
ピ
な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
を
受

け
る
生
活
の
中
で
、「
ピ
ン

チ
は
チ
ャ
ン
ス
」
と
捉
え
、

心
身
の
健
康
に
プ
ラ
ス
と
な

る
情
報
を
お
届
け
し
て
い
き

ま
す
。

（
広
報
室
）

　

昨
年
10
月
に
公
募
し
た
令

和
2
年
度
の
「
済
生
会
フ
ェ

ア
」
は
、
京
都
府
病
院
▽
香

川
県
済
生
会
病
院
▽
〈
福

岡
〉
二
日
市
病
院
▽
〈
宮
崎
〉

日
向
病
院
に
決
ま
り
、
5
月

15
日
付
で
内
示
し
た
。
Ｐ

Ｒ
費
用
と
し
て
1
件
に
つ
き

３
３
０
万
円
（
税
込
）
を
上

限
に
補
助
す
る
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴

い
、
補
助
が
決
定
し
て
も
開

催
で
き
る
か
ど
う
か
見
通
せ

な
い
状
況
に
あ
り
、
実
施
に

つ
い
て
は
各
支
部
・
病
院
と

調
整
し
て
進
め
る
。（広

報
室
）

　

全
国
済
生
会
看
護
部
長
会

と
本
部
看
護
室
は
、
こ
の
ほ

ど
「
済
生
会
看
護
職
員
教
育

指
針
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー

２
０
２
０
年
改
訂
版
」
を
全

国
の
済
生
会
病
院
に
送
付
し

た
。

　

ラ
ダ
ー
（Ladder

）
と
は

「
は
し
ご
」「
段
階
」
と
い
う

意
味
で
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ

ー
は
臨
床
に
お
け
る
看
護
実

践
の
習
熟
段
階
を
示
す
も
の
。

全
国
済
生
会
看
護
部
長
会
と

本
部
看
護
室
が
、
２
０
１
０

年
か
ら
、
本
会
施
設
が
共
通

し
て
活
用
す
る
「
看
護
職
員

教
育
指
針
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ

ー
」
を
検
討
し
て
き
た
。

　

日
本
看
護
協
会
が
16
年
に

作
成
し
た
「
看
護
師
ク
リ
ニ

カ
ル
ラ
ダ
ー
」
は
、
看
護
実

践
能
力
を
、
四
つ
の
力
（
①

ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
る
力
②
ケ

ア
す
る
力
③
協
働
す
る
力
④

意
思
決
定
を
支
え
る
力
）
を

5
段
階
で
設
定
し
て
い
る
。

一
方
の
済
生
会
は
4
段
階

設
定
で
の
運
用
か
ら
8
年
が

経
過
、
高
度
な
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
看
護
職
員

の
育
成
の
た
め
、
本
会
も
幅

広
く
看
護
実
践
の
研け

ん

鑽さ
ん

と
積

み
上
げ
が
可
能
な
ク
リ
ニ
カ

ル
ラ
ダ
ー
の
レ
ベ
ル
を
5
段

階
に
設
定
し
、
見
直
し
を
行

な
っ
た
。
ま
た
、
改
訂
版
で

は
、
Ⅰ
～
Ⅴ
の
レ
ベ
ル
の
う

ち
、
Ⅳ
以
上
の
看
護
師
に
は
、

看
護
管
理
と
い
う
分
野
で
専

門
性
を
発
揮
し
、
自
己
実
現

を
目
指
す
方
向
性
と
し
て
の

教
育
指
針
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ラ
ダ
ー
」
と
連
動
し
て
い
る
。

　

済
生
会
の
施
設
で
教
育
体

制
が
整
備
さ
れ
、
看
護
の
質

の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
、
フ
ル
に
活
用
し
て
ほ

し
い
。　
　
　
　
（
看
護
室
）

贈られたガウンに袖を通す看護師（静岡済生会総合病院）

［グループ保険・ゆうゆうライフプラン引受保険会社］
　　　　　　　　　　　　（事務幹事会社）
〒108-8020 東京都港区白金 1-17-3
TEL 03（6737）7777（代表）
日本生命保険相互会社　富国生命保険相互会社
第一生命保険株式会社　大樹生命保険株式会社
明治安田生命保険相互会社 Form No.0D4297(4.0)  AXA-C-200605

［医療保険引受保険会社］
　　　　　　　　　　　　（終身医療保障プラン・医療保障プラン）
〒108-8020 東京都港区白金 1-17-3
TEL 03（6737）7777（代表）
日本生命保険相互会社（総合医療あんしんプラン）

令和3年度 グループ保険の
一斉募集の募集期間は

（本人・配偶者・こども対象）

グループ保険
（本人・配偶者・こども対象）

①終身医療保障プラン
②医療保障プラン
③総合医療あんしんプラン

（本人のみ対象）

ゆうゆう
ライフプラン

※ご契約の際には、「パンフレット」「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報・その他重要なお知らせ）」を必ずご覧ください。

7月29日（水）～8月20日（木）です。

済生会グループ保険のご案内済生会グループ保険のご案内


